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ソフトウェア・サービスによる環境貢献

ITを活用して、持続可能な社会の実現に貢献する。
富士通グループが、地球環境のためにできることの一つです。

■環境貢献ソリューションのイメージ

2003年度より富士通グループでは、ITソリューションの客観的な環境影響評価手法の開発により、“環境貢献効果”が高い

ITソリューションをお客さまに提供する新たな取り組みを開始しました。エネルギーや資源のムダをなくし、モノからサービ

スへの転換を促進することで、環境の負荷低減に貢献します。

環境ソリューション委員会を中心に、2003年度に全社統合を行った環境マネジメントシステムをとおしてソフト・サービス

部門全体への環境活動の浸透と定着をはかります。

方　　針

2004年度の目標

◆当社ソフト・サービス部門においては環境貢献ソリューション認定制度の本格運用をとおして

認定ソリューションの拡大を推進するとともに、2004年度下期からグループ企業での試行運用を開始します。

1.ITソリューションと
環境負荷低減の関わり

ITの普及は、ビジネスやライフスタイルを大

きく変化させるとともに、さまざまな環境負

荷を低減しています。たとえば工場にオンデ

マンド生産を導入すれば、部品・製品のムダ

がなくなり、資源の消費量を抑制できます。

また電子会議や音楽の電子配信などにより、

人やモノの移動が減少し、交通機関からの

CO2排出が削減されるといった効果が生ま

れるのです。その一方、パソコン、サーバな

どの普及は、電力消費の増加に伴う環境負

荷を増大させます。ITソリューションによる

環境への影響を評価する場合には、環境負

荷の増減をトータルで把握する必要があり

ます。

2.環境貢献ソリューション
ソフト・サービス環境影響評価
手法の開発
ITソリューションによる環境への影響を客観

的に把握するために、富士通研究所は、当

社が提供する幅広い分野のソフト・サービス

を対象に、ITソリューション導入による“環

境貢献効果”を環境負荷低減効果（CO2削減

効果）として定量的に評価する手法を開発し

ました。この環境影響評価手法に基づき、よ

り環境貢献効果の高いソリューションを提供

していきます。

環境貢献ソリューションとは
環境影響評価手法を適用して求められた、

導入後のCO2排出量削減率が15%以上のソ

リューションをさします。2004年度から、当社

ソフト・サービス部門が有する多くのソリュー

ションに環境影響評価を実施し、環境貢献

ソリューションとしての認定を積極的に推進

していきます。この認定制度を運用すること

により、お客さま自身のブランドイメージの

向上と、当社ソフト・サービス部門の本業を

とおした環境活動を推進します。
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■ITソリューション導入前後のCO2排出量

TRIOLE：ITシステムに要求される「ビジネスの成長・
拡大」「スピーディーな業務構築」「システムの
安定運用とTCO削減」を実現するユビキタス
時代の富士通のIT基盤

002-069/Fujitsu_SR_0614  04.6.15 10:29 AM  ページ 43



2004 Fujitsu Group Sustainability Report 44

地　球�

社　会�

お客さま�

富士通グループ�

本業を通じて�
お客さまの環境�
負荷を改善�

社会全体の�
環境効率を�
向上�

自らの環境�
負荷を改善�

地球環境�
への貢献�

ソフト・サービスビジネスの本業�
（ITソリューションの提供）を通じた�
お客さま/社会の環境負荷改善�

ペーパーレス、省エネ、省資源など、ワークスタイルの変革による�
自らの環境負荷改善�

■ソフトウェア・サービスによる環境貢献 3.ソフト・サービス部門の
本業における環境活動

ソフト・サービス部門では、ITを積極的に活

用することでワークスタイルを変革し、自ら

の環境負荷を低減することを環境目標に設

定して活動しています。また、ITソリューショ

ンを提供するという本業における取り組みと

して、環境貢献ソリューションの提供などを

通じて、お客さまや社会全体の環境負荷低

減をめざします。

2003年度の目標
• 環境に配慮したソフトウェア・サービスを認定する社内制度の策定

導入後の環境負荷削減効果が一定基準以上のソフトウェア・サービスを環境貢献ソリューションとして認定する社内制度を策定し、15ソリューシ

ョンを認定しました。その中から2つの環境貢献ソリューションの環境貢献効果についてご紹介します。

成　　果

環境貢献ソリューション認定事例

「GLOVIA/MyOFFICE」（人事・総務関連ワークフロー・パッケージ）

紙の使用量削減、オフィス・スペース削減（効率化による作業工数削減）により環境負荷を低減しました。

事例1

導入前� 導入後�

ぺーパーレス�

スピードアップ�

環境改善�

GLOVIA/MyOFFICE
の導入�

人事・総務・勤労に関
わる業務を、紙伝票に
手書き記載・ファイル
し、専任者により処理
していた。�

人事・総務・勤労に関
わる業務を、GLOVIA/
MyOFFICEで各自が
処理し、紙は要保管書
類のみ出力処理する。�
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「施設総合管理システムFuturic」
（ビル・工場・駅舎・共同溝など各種施設における設備を総合的に管理するシステム）

オフィス・スペース削減（業務効率化による作業工数削減）、IT・ネットワーク機器の電力消費量削減により環境負荷を低減しました。

事例2

導入前� 導入後�

稼働設備の�
効率的な活用�

災害時の安全確保�
省エネルギー対策�
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省エネ・作業効率化�ビル管理のシステムは、
約20年おきに見直さ
れるため、ミニコン・
ベースの古いシステ
ムを使っていた。�

最新機器構成による
省電力化、新システム
の機能アップによる作
業効率アップを大幅に
はかった。�
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■導入前のCO2排出量を100%としたGLOVIA/MyOFFICE導入前後のCO2排
出量比較

■導入前のCO2排出量を100%とした施設総合管理システムFuturic導入前後
のCO2排出量比較
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